









































断されていた（以下、 A児と呼ぶ）。 A児は、本研究を開始する約 10か月前から、
教育学部特別支援教育コースの研究・教育活動として始められた教育相談活動に


























行った。 X+l年 1月に、学校場面における A児のコミュニケーション行動につい
て観察を行った。
3. 手続き













その他： 教室から品る、 物をf~Jす、 力」ドや物を手渡すなど
研究を開始するにあたり、 A児の担任教諭および副担任教諭に対して、資料に基
づき、研究の概要と意義、研究計画の説明を行う機会を持った。さらに、学校に

























( 5 ）特別支援学校における A児のコミュニケーションに関する行動観察：
学校における指導の派生的な効果および維持について評価するために行われた。
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f尋哩 評価 i専有 評価
今回，目標としたコミュニケーションl;IA児の今後において意味のあるものであったと思う 5 非常にそう思う 5 非常にそう思う
今固め手続きは，教師にとって実施するのに負担となるものであった． 非常にそう思う 4 あまりそう恩わない
指導によって， A~~のコミュ＝ヶーションの取り方は，本人にとって意味のある形で変化した 5 非常にそう思う 5 非常にそう思う
今回のような， コミュニケーションの指導方法は他の児童にも有効であると思う 5 非常にそう思う 少しそう恩う
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